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Finding the Secrets of the Revival of Okushiri Island: Overview of 
the New Residential Area Relocation Project and Interviews with 
Practitioners
This article comprises records of the symposium titled “Finding 
the Secrets of the Revival of Okushiri Island: Overview of the New 
Residential Area Relocation Project and Interviews with Practitioners,” 
held at Hokusei Gakuen University on July 27, 2019. This symposium 
focused on the experiences and knowledge of local government staff 
who were in charge of recovery and reconstruction following disasters, 
specifically the massive earthquake and tsunami that devastated 
Hokkaido on July 12, 1993. We (Tsunenori Takeda & Kiyoto Adachi) 
aim to ensure that these disasters are not buried with the passage 
of time. We share the experience and wisdom of administrative staff 
members who repeatedly face disasters, marked by changing times, 
places, and circumstances. Followed by the keynote report by Takeda 
in Section 2, we have reported the panel discussion between the 
panelists as well as the discussion with members of the audience in 
Section 3. In Section 4, Takeda, from an administrative law perspective, 
and Adachi, from a civil law perspective, elaborate on their reflections 
of the issue. In Section 5, a summary has been provided, including 
future research prospects.
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年 ）3頁 と そ の プ ロ ジ ェ ク ト で あ る
http://219.112.224.8/Okushiri/default.asp
も参照。
5） 基調報告とパネル・ディスカッションの様子
を，ボイスレコーダーと動画で残した。テー
プからの文字起こしを足立が行い，それを竹
田がひととおり確認した上で，パネリストの
方々にご確認（加筆・訂正）をしていただいた。
大幅な説明が必要な箇所については，脚注で
対応した。本稿の執筆は次のように分担して
いる。「1．はじめに」は竹田・足立が共同で
執筆し，「2．基調報告」は竹田が執筆し，「3．
パネル・ディスカッション」は各パネリスト
に加筆・修正等の内容確認をいただいた上で
竹田・足立が最終的に加筆・修正等を行い，「4．
考察」は竹田・足立がそれぞれの観点から考
察した。「5．まとめ」は竹田・足立が共同で
執筆した。なお，竹田・足立のそれぞれの考
えや主張については，言うまでもなく，竹田・
足立がそれぞれ責任を負う。
6） わが国の近代以降の地震と津波による災害の
記録としてhttps://www.data.jma.go.jp/svd/
eqev/data/higai/higai-1995.html及びhttps://
www.data.jma.go.jp/svd/eqev/data/higai/
higai1996-new.htmlを参照。
7） 阿部泰隆「大津波被災地，原発避難区域のま
ちづくり（土地利用）について（2・完）」『自
治研究』88巻9号（2012年）3頁，6頁。
8） 国土庁防災局，北海道『平成5年度災害によ
る壊滅的被害を受けた地域における防災地域
づくりに関する調査』（1994年）29頁。
9） 「南西沖地震災害対策推進委員会設置要綱」
─ 65 ─
奥尻復興の秘けつを聞き出す：高台移転事業の概要と実務当事者へのインタビュー（1）
による機構改正。
10） 前掲注9）要綱では，同プロジェクトチーム
の検討課題として「道路，公園，上下水道等
の生活基盤整備対策，住宅，商店街など集落
整備対策，土地対策，防災対策などまちづく
り対策に関すること。」が挙げられている。
11） この構想図は，http://219.112.224.8/Okushiri/
images/PlanAmono.JPGを使用させていただ
きました。
12） 前掲注11）と同様，http://219.112.224.8/Oku 
shiri/images/PlanBmono.JPGを使用させてい
ただきました。
13） 翌年4月1日付けでさらに改正されるので，こ
の改正を1次改正とする。
14） 前掲注11）と同様，http://219.112.224.8/Oku 
shiri/images/PlanCmono.JPGを使用させてい
ただき，加工したものです。
15） この点については，言うまでもなく，異論が
ありうる。簗瀬範彦「災害復興のための土地
区画整理の形成過程に関する制度史的考察」
『土木史研究講演集』32号（2012年）59頁，
63頁は「災害復興にあたり，膨大な地権者と
錯綜した権利関係の存在という我が国の社会
的条件を考えれば，日本における都市の再建
は，土地区画整理を主体として考えざるを得
ない。東日本大震災の復興にあたり，土地区
画整理が活用されようとしている理由もこう
した事情による」とする。阪神淡路大震災か
らの復興に際し神戸市においては，土地区画
整理事業と都市再開発事業が用いられたが，
これに対する評価は分かれる。山下淳「震災
復興と土地区画整理」『法学セミナー』496号
（1996年）47頁は，土地区画整理事業を構成
する「三本柱」として「地価の増進」，「減歩」，
「換地」を挙げ，土地区画整理事業一般につ
いて「公共施設等が整備され，宅地が整然と
区画されると，一般に地価は上昇する」と想
定されるものの，「すでに市街化して地価が
上昇しきっており，公共施設整備などによる
宅地価格の上昇がさほど見込めない」ことが
「バブルが崩壊後の現況で」「多発」すること
を予想する（48頁）。同氏は，「都市基盤施設
と宅地利用を有機的に整備することができ，
市街地全体の水準を高めることができる」点
が用地買収方式に比較した場合の，土地区画
整理方式のメリットとするが，他方で「事業
費が大きく，複雑な権利関係の調整が必要で，
そのために事業期間が長くかかることがあ
る」点をデメリットと指摘する（49頁）。そ
して震災復興区画整理についても，「区画整
理が復興手段として有効に機能するかどうか
は，結局のところ，区画整理による地域整備
のあり方が住民に受け入れられるものかどう
か，あるいは合理的な負担として説得できる
かどうかにかかっている」と結論づける（50
頁）。公共減歩と，減歩にも拘わらず土地利
用価値の上昇に伴う事業前後の土地価値の上
昇または等価を前提とする土地区画整理事業
が，仮に「都市部」には適当としても，農村
部や─奥尻島のような─離島において適
切かは，吟味される必要があろう。
16） 竹田彰氏（元・奥尻町災害復興対策室調整課
企画係長）へのインタビューによる。なお，「北
海道南西沖地震復興まちづくりに係る用地の
処理及び移転補償について（未定稿）」（1995
年）16頁も参照。
17） 前掲注16）を参照。

